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新年金制度に関する実務者検討チーム 参考資料 平成 年 月 日(金)22 3 19

「年金制度の前提の崩壊－年金マイレージ制の導入を」

山田昌弘（中央大学・文学部・教授）

０．はじめに 生活不安の増大、格差社会

＊ 社会保障の目的

人々をリスク（病気、失業、家族の喪失など）から守ること

リスクに陥った人を貧困状態から救い出すこと

年金 － 「長寿」のリスクから守る 公的に運営する必要

＊ 現在日本の状況

格差、貧困の拡大 社会保障・福祉制度がうまく機能していない

理由 仕事や家族のあり方が根本的に変化しているのに、制度が対応できない

１．社会保障・福祉制度の前提の崩壊

＊ 現行の日本の社会保障・福祉制度がよってたつ前提

① 大人がフルタイムで働けば、家族が人並みの生活をするのに十分な収入が得られる

家族に誰か一人でもフルタイムで働いていればその人に家計を依存して生活できる

② ライフコースが予測可能

全員 「望めば」標準的ライフコースを辿ることができる（予測可能）、

１）自営業コース（夫婦共に家業に従事し、息子夫婦に跡を譲る） －国民年金

定額納付 － 定額（低額）支給

２）サラリーマン－主婦コース（夫は正社員で定年まで働き、妻は主婦）－厚生年金

比例納付 － 比例（高額）支給 遺族年金付き

＊ 現行の社会保障 福祉制度の理念/
標準的ライフコースを送る人の人並みの生活の保障

標準的ライフコースから外れた人を一律最低保障に落とし込む

公的保険 標準的ライフコースを辿る人でも陥るリスク（長寿、病気、失業）への対処

保険料を負担できるフルタイムで働く大人が必ずいる

公的扶助 標準的ライフコースが形成できずに貧困に陥った人への最低保障

生活保護 － 全部失わないと使えない

この条件 － 年頃まであてはまった。1990
自営業 － 必ず安定して存続できる

雇用者 － 男性は必ず正社員になれ、定年まで勤められる。

女性 － 自営業主か正社員と結婚でき、離婚しない
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２．二つの前提条件の崩壊と社会保障改革の必要性

＊ 二つの前提条件のゆらぎ

年代後半から、社会保障の前提が失われた1990

① ワーキング・プアの出現（非正規、見通しのない自営、低収入正社員の増大）

安定した収入のフルタイムの職の絶対数が減少している

望んでも正社員になれない成人の増大

＊ ワーキングプアを全て国民年金に押し込んだ

保険料を払いたくても払えないワーキングプア － （以前、正社員だから払えた）

国民年金だけで生活しなければならない人 （以前－自営業で暮らせた）

② 望んでも標準的ライフコースをとれない人が増大

仕事がどうなるか予測がつかない

未婚確率、離婚確率、できちゃった婚（非正規同士で結婚する）確率増大

＊ 自分がどのようなライフコースを辿るか分からない

標準的ライフコースと最低生活の中間に落ち込む人（そうなるという不安）の増大

働ける（家族にフルタイムで働ける人がいる）のに人並みの生活ができない人

＊ リスクに対応できない例 社会保障の正社員主義

１）夫が非正規雇用だと妻が専業主婦でも年金保険料を納付しなければならない

年金納付の世帯主義

２）保険を納付せず生活保護を受けた方が得になる若年非正規層

正社員以外は、全て定額納付の国民年金に落とし込む

３）跡継ぎに譲れず継続困難な自営業、非正規のまま高齢に突入

国民年金額が低すぎる

弱い立場の非正規雇用者の方が、社会保障で冷遇される
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３．年金マイレージ制の提案

抜本的な社会保障制度の組み替えが必要に

＊ 前提

① 非正規雇用に就く人はいなくならない

非正規雇用になっても大丈夫な（差別しない）制度

② ライフコースが予測不可能なことに対応

自営、雇用者、フリーなど、職の種類が変わる

結婚、離婚、再婚など、家族の関係が変わる

配偶者の職も変わる 夫（妻）が自営、雇用者、無職－－と変わる

＊ 年金マイレージ制

まず、個人勘定の口座 マイレージ口座を作る

納付額に応じてマイルが貯まる

（納付額は上限を決めて自分で決める？ － 所得比例？）

子どもを育てている人などに「ボーナスマイル」をつける

年金受給 歳の時に貯まったマイルに従って年金支給65
受け取らなければマイルが増える

＊ 一生全く働かない人はまずいない

基礎年金は低くてもよい 必ず上乗せがある

＊ 収入に応じて納付できる

低収入の時に無理して納付する必要ない。

＊ ボーナスマイルで、子育てて仕事をしにくい主婦などを支援できる

子育て活動やボランティアを支援

障害者等にもボーナスで対応


















